


  
  



  

  

第 44 回運営委員会報告 

第 44 回運営委員会は ， 1991 年 1 月 10 日午前 10 時より，東京大学山上会館第 201 会議室伝て開催 

された。 出席者は以下の 通り ( 敬称略 ) 。 

江口吾朗 ( 会長 ), 浅 高 調，天野 実， 片桐千明 ( 兼 編集主幹 ), 塩川光一郎 ( 兼 幹事長 ), 

嶋田 拓 ( 兼 編集幹事 ), 申述愚夫，長浜嘉幸， 京 中川 徹 ，安堵郁夫， 山上健次郎，米田満 樹 

( 以上運営委員 ), 深町博史 ( 庶務幹事 ), 田代康介 ( 会計幹事 ) 

1. 活動報告 

・ 1991 年 i 月 1 日現在の会員数は 891 名 ( 正会員 735 名中学生会員 133 名 ) で，この 1 年間 

に 13 名増加した。 

・ サ - キュラー 66 号を発行した。 67 号は本来 1990 年 12 月中に発行されるべきものであ るが， 

諸般の事情で 発行が遅れ ， 申し訳ない。 ただし， 1 月 中旬には会員の 手元に届くはずであ る。 

・東レ研究助成およびブレインサイ ヱソス 研究助成の候補者として 各 1 名を推薦した。 いず 

れも現在財団で 審査中であ る。 

・ 成茂 基金に よ る海外出張援助は ，第 7 回前期分を一條裕之氏 ( 京都府立医大・ 病理 ) に， 

後期分を林 謙介 氏 ( 国立精神神経 セ ソタ 一 神経研・機能研究部 ) に贈呈した。 

・日本学術会議の 第 15 期会員選出のための 学術研究団体として 登録した。 その結果，推薦 人 

2 人を認められたので ，動物科学研 連に 2 人推薦すると 届け出た。 

  イギリスの The Company ofBiologists Ltd. と発生生物学会の 間での提携の 交渉がま 

とまり，「 Bio Essay 」という月刊雑誌が 割引価格で購入できるようになった てサ - キュラ 

一 67 号参照 ) 。 

2. 会長及び運営委員選挙結果 

・サーキュラー 67 号参照 

3. 会計報告 

・ 1990 年度決算報告及 び 1991 年度暫定予算案が 提出され審議され 了承された。 ( 本サ - キュ 

ラー 3 から R ぺージ参照 ) 

4. 会計監査委員選出 

・ キ 均一郎 Q 上智大・生命 研 ) 及び並木秀男 ( 早稲田大・教育，生物 ) の両氏に依頼するこ 

とになった。 

5. 編集委員会報告 

・投稿論文教が 減っている。 そのため，各号当り 一定の掲載論文数を 維持するために ，論文 

掲載を少し遅らせぎみにするという 措置が必要となり ，採択から出版までの 期間をこれ以 

上短縮することは 難しい ( 現在約 5 カ月 ) 。 文部省に届け 出たぺージ数を 維持し， 雑誌の 
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相互目次掲載を 中止した。     

  DGD の版権 が学会にあ ることを示すため ，「 DGD に掲載された 論文及び写真を 他に複 

製するときは ，編集主幹に 連絡して許可をとること」い う ような文章を ，編集主幹の 責任 

で DGD の投稿規定の 中に入れることになった。 

・学会の財政難に 対処するため ，別刷りの無料配布分の 数を見直す ( 現在は 100 部まで無料 ), 

超過ぺージ代の 規定を見直す ( 現在は 10 ベージまで無料 ) 等の提案が出され ，今後，編集 

委員会で検討することになった。 

6. 学術会議報告   
・サーキュラー 66 号及び 67 号の「日本学術会議だより」を 参照されたい。 

・科研費の細目についての 話があ った 0   

7. 学術会議会員候補者の 推薦について   

・安堵郁夫氏を 推薦することになった。 

8. 学術会議会員推薦人の 選出 

・江口吾朗，岡田節人の 両氏を選出した。 。   

9. 次期大会準備報告 ( 安増 郁夫大会準備委員長 ) 

，順調に準備されている 旨 ，報告された。 

・シンポジウムについては 現在検討中であ る。 

10 ． 次次期大会開催地について 

・ 浅島 誠 氏が中心となって 横浜市立大学で 開催する方向で 検討することになった。 

11. 学会の財政危機の 打開について 

・田代会計幹事 よ り，現在のままだとあ と 2 年で学会は財政的に 完全に破綻するという 予想 

が説明され，その 打開策として ，①広告代及び 賛助会費を値上げする ，②広告件数及び 賛 

勘会員数を増やすためのキャン ペ - ンな 行う ， ③ DGD とサ - キュラ - を糊で貼り合わせ 

て郵送し ，サ - キュラ - の 郵送料を節約するという 可能性を探る ，などの案が 出され，了 

承された。 

・学会費請求の 際に DGD 基金を送るための 振替用紙を同封し ， DGD 基金への寄付を 呼び 

かけろとの提案が 出され，了承された。 更に，編集委員会報告の 項で述べたよらに ， DG 

D の別刷りの無料配布分や 超過ぺージ代の 規定を見直すことになった。 

Ⅰ 2.  その他 

・京中川 徹底ょり，加藤淑総記俳賞の 授賞者に西田宏 記氏 ( 神戸大・教養・ 生物 ) が決ま 

っ たことが報告され ，また大会で 授賞講演が行えるようにしてはどうかと 提案され，検討 

されることになった。 
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1990 年度決算報告書 ( 一般会計 ) 

収 入 金額   支 出 金 額 

学会費 8,365,590 DGD 印刷費 11 ， 505,100 

DGD 売上 3,135,500 DGD 編集 費 1,486,369 

英文校閲 料 425,000 英文校閲 費 500.000 

バック ナ ソバ 一 28,200 学会事務センター 

文部省助成金 4,790 ， 000 業務委託費 1,054,914 

超過 " 一ジ代 12,000   発送 費 762,059 

広告代 587,228 諸経費 258,014 

賛助会費 240,000 DGD 保管 料 78,000 

雑収入 37.  492 大学印刷 

利息   19,755 発送 費 822,434 
特別会計より 2,000,000 刃 U 届 U ィ犬 615,425 

サ - キュラ - 印柿り費 639,630 

要旨 集 印刷費 750,000 

大会援助 費 250,000 

運営委員会経費 16 Ⅰ， 560 

事務局経費 302,131 

送金手数料 1,236 

選挙費用 382,176 

旅費援助 0 

シソポジウム 286,090 

， 」 、 き十 19,640,765 小計 19,855,138 

荷受会費 48,000 前 交会費 48.  000 

前年度繰越金 318,990 次年度繰越金 104,617 

合 計 20,007,755   合 計 20,007,755 

1990 年度決算報告書 ( 特別会計 ) 

収 入 金額   支 出 金 額 

寄付 ( 成茂 基金 ) 500,000 旅費援助 500,000 

DGD 基金 1,289,030 送金手数料 Ⅰ， 236 

大会より寄付 ( 広島 ) 299,992 一般会計に貸出 2,000 ， 000 

テレホンカ - ド 売上 4,000 

小計 2,093,022 小計 2,501,236 

前年度繰越金 3,696,860 次年度繰越金 3,288,646 

テレホンカード 332,000 テレホ ソカ @  ド 在庫 分 332,000 

合 計 6,121,882   合 計 6, Ⅰ 211882 
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1991 年度暫定予算案 ( 一般会計 ) 

収 入 金 額 

学会費 
DGD 売上 

英文校閲 料 
バック ナ ソバ一 

文部省助成金 
広告代 
賛助会費 
雑収入 
利息 

8,300,000 

3,448,500 
400,000 
20,000 

4,900,000 
700,000 

350,000 

40,000 
20,000 

  
支 出 金 額 

DGD 印刷費 
DGD 編集 費 
英文校閲 費 
学会事務 セ ソタ 一 

業務委託費 
発送 費 
諸経費 
DGD 保管 料 
大学印刷 
発送 費 
別刷 代 
サーキュラ一印刷費 

11,500,000 
2,100,000 

500.000 

1,100,000 
950.000 

200,000 

100,000 

850,000 

620,000 

750,000 

  

要旨 集 印刷費 750,000 

大会援助 費 250,000 

運営委員会経費 300,000 

事務局経費 350,000 

送金手数料 5,000 

選挙費用 0 

特別会計より 2,500 ， 000 旅費援助 0 

小計 20,678,500 小計 20,425,000 

前年度繰越金 104,617 次年度繰越金 358,1 Ⅰ 7 

合 計 20,783,117   合 計 20,783,117 

1991 年度暫定予算案 ( 特別会計 ) 

収 入 金額   支 出 金 額 

寄付 ( 成茂 基金 ) 500,000 旅費援助 500,000 

DGD 基金 Ⅰ， 500 ， 000 送金手数料 2,000 

一般会計に貸出 2,500 ， 000 

り、 き十 2,000 ， 000 小計 3,002,000 

前年度繰越金 3,288,646 次年度繰越金 2,286,646 

テレホンカード 332.000 テレホ ソ カ @  ド在庫 分 332,000 

合 計 5,620,646   合 計 5,620 ， 646 
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1990 年度決算報告 

く一般会計の 部 ノ 

1989 年度に比べて 収入は減少しています。 増収となった 項目は，文部省助成金 ( 昨年度に比べ 

て 22 万円の増加 ), 英文校閲 料 ( 昨年度と比べて 25 万円の増加 ) です。 一方，減収となったのは ， 

超過ぺージ 代 ( 昨年度から 48.6 万円の減収 ), 広告代，賛助会費です。 この 5 ち，広告代，賛助 

会費については 1990 年度内に未納入の 会社があ り，これらは 199i 年度に徴収する 予定です。 支出 

については，全体としてほ 大きな増減はあ りませんが，必要経費であ る項目はすべて 増加傾向に 

あ ります。 増加した項目としては ， DGD 印刷費，センター 諸経費， DGD 発送 費 ( 大学印刷 ), 

DGD 別刷 代 ，選挙費用です。 一方，支出を 抑える要因となったのは ， DGn 編集費の減少 ( 昨 

年度中に本年度支払予定 命 50 万円を前払い ，米田双編集主幹からの 41 万円の返金 ) です。 以上の 

結果， 1990 年度決算は 220 万円の赤字となり ，その赤字分を 特別会計からの 200 万円の借入れ ， 

繰越金の 20 万円の減少という 形で処理してあ ります。 

く 特別会計の部 ノ 

nan 基金は予定額には 達しませんでしたが ，多くの会員の 方々に 御 寄付を頂 き ，総額 129 万 

円仁なりました。 また，広島大会より 30 万円の寄付を 頂ぎました。 支出としては ， 戊茂 基金 50 万円 

を国際学会参加者への 旅費援助に当てました。 また， 200 万円を一般会計への 貸出しとしました。 

1991 年度暫定予算案 

く 一般会計の部 ノ 

1Qg0 年度と比べて 支出増が予想されるのは ， セ ソタ一発送 費 ( イソフォメ - シ，ソ ・ サ - キュ 

ラー 1990 年 12 月時の費用が 加算 ), DGD 編集 費 です。 さらに，各項目の 支出は， 5% 程度増加 

すると思われます。 1991 年度総支出額は ，昨年度支出項目であ った選挙費用とシンポジウム 費用 

が本年度は必要ないため ， 1990 年度より 50 万円程度の増加にとどまると 予想しています。 一方， 

収入の方は， DGD 売上の増 力 n ( 販売契約の変更に よ る ), 1990 年度未納入分の 広告代，賛助会 

費の徴収に よ り僅かに 増 ； n すると考えています。 

以上のことから 1991 年度は更に財政が 厳しくなると 考えられ，赤字額が 約 230 万円になると 予 

恕 しています。 この赤字分は ，特別会計からの 借り入れによって 処理する予定です。 

く 特別会計の部 ノ 

DGD 塞金としては ， 150 万円の収入を 期待しています。 成茂 基金の寄付を 旅費援助として 支 

出する予定です。 また，一般会計の 赤字分として 250 万円を貸し出す 予定です。 
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キーストン・シンポジウム (Gene  Exq 「 ess@n  下 

Neuromuscular  Development)  からの報告 

林 謙 介 ( 国立精神神経 セソ タコ神経研究所 ) 。 

戦争を始めた 目なんかに出かけていきたくほなかったが ， そ 5 滅多にはない 会合だというので 

米国コロラド 州まで行ってぎた。 キースト ソ ・シンポジウムとは 耳慣れないなと 感じる方が多い 

と 思 うが ，昨年までの UCLA シソポジウムが 今年から名前を 変えたものであ る。 どういう事情 

でそうなったのか 私は よ く知らない。 

キ - ストンは，アメリカの スキ - ヤ - ならたいてい 知っている ( と ，キースト ソ に来ていたあ 

る アメリカのスキーヤ - が 言っていた ) スキ一場で，シソポジウムはロッキ 一の山の中にスキー 

場 ，スケート 場 ，宿泊施設，コソファレンスセ ノタ 「などを作って 小さなリゾート 村 とした場所 

で 行なわれた。 その村の中に 我々は一週間閉じ 込もって生活した。 スケジュール ほ ，朝 8 時～Ⅱ 

時半，午後は 4 時～ 6 時半，そして 夜は 8 時から 10 時となっており ，夜は更に長引くことが 多い 

のでなかなかハードだった。 なんだ昼間があ いているじゃないかと 思われたかも 知れないが，そ 

め時間こそがくせもので ，日本のスキ 一場に比べると 天国のようにすいているゲレンデを 目の前 

にしては ( 天国がすいているかどうかは 知らないが ), やはりついついリフトに 乗ってしまうと 

いうもので，ここで 消耗した体力は 午後のセッション 中についつい 回復 (??) ということにな 

りかれない。 米国在住者の 中にも標高 2500m という高所にきて 体調をくずす 人もいるぐらいだか 

ら，時差ば け のことなども 考えると日本からの 参加者でみっちり 聞いて帰りたい 人は，スキ一に 

は 燃えない方がよいと 思われた。 当り前のことだけど……。 

シソポジウムは 約 40 題の招待講演と ，約 200 題の応募されたポスタ 一発表からなっていた。 そ 

れらを 10 ばかりのグループに 分けて進行されたが ， もっと大きくまとめると 5 つの テ Ⅰ て に分類 

することができる。 ① 筋 芽細胞の増殖と 分化に関する 細胞，分子生物学，，②神経一筋接合部の 形 

成機構，③ 筋 蛋白遺伝子の 発現調節機構，④筋肉細胞の 多様性 ( 速筋と遅 筋など ) について，⑤ 

筋ジストロフィ 症についての 研究，であ る。 筋 ジスについてひとこと 言えば，患者の 治療には心 

筋機能の低下を 防ぐことも重要課題のように 思 う のだが，このシンボジウム と 並行して行われた 

心筋をテ - マとしたシソポジウムで ，筋 ジスがほとんど 取り上げられていないのが 不思議に思え 

た 。 さて，想像に 難くないことだが 本 シソポジウムの メ イソの関心事は myogenic factor につ 

いてであ った、 印象としては 全発表の半数近くが myogenic factor を何等かの形で 扱っていた。 

3 年前に行われた 前回のシソポジ ゥム ではそういうものがと 5 と う 取られたかと 感心されていた 

という語だから ，この 3 年間におけるその 感染速度には 驚くべきものがあ る。 今回の興味の 中心 

は，この factor が何とどの様な 複合体を作り ，どの様に制御されて DNA に結合し，最終的に 筋 

肉分化を引 き 起こすのかというところで ，当然上記の テ - マ 3 を巻き込んで 活発な共同研究と 競 
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合 研究が展開されていた。 その成果をひとことで 紹介するのは 難しい。 b-HLH  ファ ; リ 一内の   

異なる分子 (my ㌃ 5, myogenin, MyoDl, MRF4 など ) がどんな役割分担をしている む かとい 

5 点については ，いろいろ比較検討しつつ 現在模索中であ った。 ところで，これらの factor を 

commitment fact0r とか， determination factor と呼ぶ人も多いが ，腋芽中の若い 筋芽細胞や 

初期 胚 由来の培養 筋 芽細胞ではこれらの fact0r の発現がみられないという 報告もあ り， 問題は 

そ う 単純ではないと 思わせた。 細胞間相互作用に よ る筋肉細胞への 分化決定についてほ ， Dr. D. 

Melton と Dr. J. Smith が中胚葉誘導についての 講演を行い聴出の 関心も高かっだと 届 けが， 

本 シンボジウムへの 応募発表はほとんどなかった。 神経一筋節会部の 形成機構については ，接合 

部の ECM  であ る Agrin の cDNA が ク p 一ニ ソグ され今後の展開が 期待された。 ポスタ - 発 

表の中では，私の 発表がやはり ピカイチ であ った ( これは冗談 ) 。 

どの講演も聞いている 人の態度が真剣で 質問もなかなか 尽 ぎなかった。 ポスタ - 会場でもなに 

やら深刻に議論する 人々がたくさんいた。 このシソポジウムのように 本当の同業者のみが 集まる 

と ，どの発表も 自分の仕事に 直接関わってきて ，ほほう，そんなおもしろいことがあ るんですか 

あ ，へ ㍉などと他人ごとではすまないものがあ るのであ る。 いわゆる p ビ ー 活動も相当にこな 

されたであ ろうことはあ えて言うのも 野暮のようだ。 いっぱ う 私にとってはスキ 一で疲れ，周囲 

の 英語の雑音に 劣等感を感じ ，そして てジ な研究者達 め 生態にしった 激励された一週間であ った。 

最後に，このような 会合に自費で 行かなければならない 事自体が困った 事態だと 届 けのであ るが， 

旅費の援助をいただいた 成茂 寄付金には深く 感謝する次第であ る。 

  

  

第 2 回加藤淑 裕 記念賞候補者募集要項 

1. 趣 旨 : 永年日本における 発生生物学の 発展に尽くし ， 1988 年に逝去された 加藤淑 裕 博士 

を 記念するために 殺 げられた賞であ り，発生生物学の 分野において 優れた独創的 

研究を行なっている 35 歳以下の研究者 ( 応募締切 目 における年齢とする ) に対し 

て加藤淑補記俳賞を 贈呈するものであ る。 候補者の国籍は 問わないが，日本国籍 

以外の場合は 日本での研究の 経験があ るか，または 日本人と共同研究をした 研究 

者を賞の対象とする。 

    褒賞金 : 受賞者に賞状ならびに 副賞 ( 総額 50 万円 ) を贈呈する。 受賞件数は 2 件以内とし， 

複数の時 は 賞金を受賞件数で 除した額を副賞として 受賞者に贈呈する。 

    応募方法 : 応募は所定の 用紙に必要事項を 記入し， コピー 6 部および関連研究業績別刷 各 1 

部を添え加藤淑総記俳事業団に 提出する。 

4. 応募締切目 : 1991 年 9 月 30 日とする。 
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5. 選考の方法 : 選考委員会 ( 岡田節人委員長 ) において選考する。 

6 選考結果および 賞の贈呈 : 1991 年 11 月 15 日までに受賞者死に 通知する。 

ァ ， 連絡および書類送付 先 

三菱化成生命科学研究所内 加藤淑補記俳事業団 

〒 194 町田市南大谷Ⅱ 

尚 ， 第 1 回 加藤淑総記俳賞は 神戸大学教養部生物学教室の 西田宏 記氏の 「ホヤ 胚 発生過程にお 

げる分化決定機構の 解析」に贈られることに 決定いたしました。 日本発生生物学会および 大会準 

備委員会のご 協力の下に，西田氏には 本年 5 月の第 24 回大会において 記念講演をお 願いする予定 

です。 

日本宇宙生物科学会第 5 回大会 

ll 会 期 平成 3 年 9 月 6 日 ( 金 ) ～ 7 日 U 士 ) 

2. 会 場 お茶の水女子大学 

東京都文京区大塚 2 一 1 一 1 

3. 連絡先 〒 112 東京都文京区大塚 2 一 1 一丁 

お茶の水女子大学理学部 

日本宇宙生物科学会 第 5 回大会 

運営委員会 委員長 馬場 昭次 

一 8 一 



0
 
2
 
九
 

公開講演会成功 裾 に開催さる 

平成 3 年 2 月 日本学術会議広報委員会   
日本学術会議は ，例年どおり．平成 2 年度においても ，主催の公開講演会を 3 回開催しました。 今回の日本学術会議だよ り 

では・その講演会に 加えて・本会議の 国際的活動や 嚴 近 公表された「秀興会報告」などについてお 知らせします。 

" ぬ 一一 " 。 " ぬ """";" 牡 """ 。 ""."" 。 ． " 一 ";" 。 """"", 。 ";"" 一 永一 ""; 。 " ぬ 一一   
平成 2 年度日本学術会議主催公開講演会 平成 2 年度 _ 国間学術交流事業 

本会議は，本会議の 会員が，学術の 成果について 広く 巾 本会議では，二国間学術交流事業として ，毎年 2 つの 代 
民 と語り合う機会として ，時宜にかなったテーマを 選定し 表 団を覚国に派遣し ，答訪問国の 科学者等と学術上の 諸 問 
て ・毎年，公開講演会を 開催している。 本年度は・次の 3 題は ついて意見交換を 行って，相互理解の 促進を図る事業 
回の講演会を 開催したが，いずれも 成功 裡に 終了した。 な 行っている。 
1  公開講演会「高度技術と 市民生活」 この事業 は ，昭和 58 年度から実施されており ，これまで・ 
標記講演会は ， 去る平成 2 年 10 月 13 日 ( 土 ) m3 時 30 分一 アメリカ，マレイシア・ 西 ドイツ・インドネシア ，スウェ 
17 時に・兵庫県加東都柱 W の 社 W 福祉センターホールで ， 一 デン，クイ・フランス ，大韓民国・ 連合王国，シンガポ 

約 250 人の聴講者を 得て開催された。 各演題と講師は・① 一ル，チュッコスロヴァキア ，ポーランド ，カナダ，イタ 
「高齢化社会と 高度技術」原沢道美 ( 第 7 部会員，東京 逓 リア， スイス及びインドの 16 か 国に代表団を 派遣してき 
信 病院院長 ). ②「消費生活と 高度 技 WWWh 」正田 彬 (ef,2 部 た 。 

会員，上智大学教授 ). ③「地域振興と 人間主導型高度 技 平成 2 年度には・① 9 月 11 日から 22 日まで，中華人民共 
術 」竹内啓 ( 第 3 部会員・東京大学教授 ) て 。 あ った。 和国へ，渡辺 格 副会長以下 4 名の会員等から 成る代表団を・ 
11  公開講演会「資源エネルギーと 地球環境に関する 展望」 ② 9 月 17 日から 27 日まで．オーストラリア 及びニュ - ・ ジ 
標記講演会は ， 去る平成 2 年 10 月 30 日 ( 火 ) m3 時 一 17 時 一 ランド ヘ ，大石泰彦副会長以下 5 名の会員等から 成る 代 
に ，本会議講堂で ，約 330 人の聴講者を 得て開催された。 表 団をそれぞれ 派遣した。 
各演題と講師は ， ①「人間と環境」大島康 7 刊 第 4 部会員， 中華人民共和国派遣代表団は ，中国科学院・ 中国社会科 
早稲田大学教授 ). ②「エネルギーと 環境」石井古徳 ( 第 学院・中国医学科学院，北京大学，西安交通大学， 復旦大 
5 部会 員 ・東京大学教授 ). ③「エネルギーと 経済問題」 学など約 20 機関を訪問し ，中華人民共和国の 学術や今後の 
則 武保夫 ( 第 3 部会員・立正大学教授 ), の「エネルギー 交流の推進策などについて 会談・意見交換を 行った。 中華 
と C02 対策」正之 同親佐 ( 第 5 部会員， 摂 商大学教授 ) で 人民共和国側からは ，すでに・日本の 多くの大学・ 研究機 
あ った。 関 と交流を行っているが・さらに 交流を拡大したいとの 期 
℡ 公開講演会「人間は 21 世紀を生きられるか」 待 が表明され，両国間の 今後のより積極的な 交流・協力を 
標記講演会は ， 去る平成 3 年 2 月 19 日 ( 火 ) 1m 時 30 分一 めぐって活発な 意見の交換が 行われた。 
17 時に，本会議講堂 て 約 200 人の聴講者を 得て開催され オーストラリア 及びニュー，ジーランド 派遣代表団は・ 
た 。 各演題と講師は・①「科学・ 技術・政策」杉本大一郎 オーストラリアでは・オーストラリア 科学アカデミ ロオ 
( 第 4 部会員・東京大学教授 ). ②「科学と人間一生存の 一 ストラリア国立大学，シドニ 一大学，連邦科学・ 産業研 
ための条件づくり」下山ま 英二 ( 第 2 部会員・大束文化大学 究機構など，ニュー‥ジーランドでは・ニュー・ジーラン 
教授 ). ③「人間の適応能力とリスク」土屋健姉郎 ( 第 7 
部会 員 ・産業医科大学長 ) であ った。   
いずれの講演会も ，時期にあ った．関心の 呼ぶ企画であ それぞれの国の 学術，今後の 交流の可能性などについて ， 
つたため， 外 くの聴講者が 来場する盛会となり ，また・各 会談，意見交換を 行った。 特に，両国では 近年，国家， 国 
講師の講演後の 質疑応答では・ 聴講者から活発な 質問や意 民 に実際に役立つ 技術の発展を 目指した科学技術の 大きな 
見の開陳がなされ ，まさに市民との 対話の感かあ り・極め 改革が進められており・これらの 問題等について・ 熱心に 
て 有意義であ った。 意見の交換か 行われた。 
なお，これらの 講演会 は ついては，後口・ 「 日 半双書」 今回の成果は ，代表団派遣 時 だけのものではなく ，今後 
として， ( 財 ) 日本学術協力財団から 出版される予定であ のわが国の学術の 国際交流・協力の 進展に大きく 役立つも 

る 。 のと期待される。 
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平成 3 年 (@99l 年 ) 度 共同主催国際会議 
本会議は・国際的な 活 活 の一環として・ 毎年，日本で 開 

催される学術関係国際会議を 関係学術研究団体と 共同主催 
してきている。 平成 3 年 (1991 年 ) 度には，次の 6 件の国 
際会議を開催する。 
■第 21 回国際農業経済学会議 

開催期間 平成 3 年 8 月 22 日 一 29 日 
開催場所 京三プラザホテル ( 東京都新宿区 ) 
参加者数 国外 550 人，国内 950 人・ 計 1,500 人 

共催団体 日本農業経済学会 外 4 学会 
■国際医用物理・ 生体工学会議 ( 第 16 回国際医用生体工学 
会議・ 第   回国際医学物理会議 ) 

開催期間 平成 3 年 7 月 7 日 -12 日 

開催場所 国立京都国際会館 ( 京都市 ) 
参加者数 国外 1,000 人・国内 1,500 人，計 2,500 人 
共催団体 ( 社 ) 日本エム・イ 一学会。 日本医学物理学 

ム % 
■国際純正   応用化学連合 1991 回 際 分析科学会議 
開催期間 平成 3 年 8 月 25 日 一 31 日 
開催場所 日本コンベンションセンター ( 千葉 市 ) 

参加者数 国外 500 人・国内 1,000 人，計 1,500 人 
共催団体 ( 社 ) 日本分析化学会 
■第 22 回国 際 、 ンミュレ一ション & ゲーミング学会総会 
開催期間 平成 a 年 7 同 15 日 一 19 日 

開催場所 立命館大学，国立京都国際会館 ( 京都市 ) 
参加者数 国外 170 人・国内 300 人，計 470 人 
共催団体 日本シミュレーション & ゲーミング学会 
■一般相対論に 関する第 6 回マーセルグロス マ ン会議 
開催期間 平成 3 年 6 月 23 日 一 29 日           

開催場所 国立京都国際会館 ( 京都市 ) 
参加者数 国外 380 人，国内 170 人、 計 550 人 
共催団体 ( 杜 ) 日本物理学会 
Ⅰ第 22 回国際動物行動学会議 
開催期間 平成 3 年 8 月 22 日 一 29 日 

開催場所 大谷大学 ( 京都市 ) 

参加者数 国外 400 人，国内 400 人，計 800 人 
共催Ⅲ休 日本動物行動学会 

覇喜異笘若溝鷺種且寅撃嘗ア 経営学 

( 平成 2 年 11 同 26 日 第 763 回運営審議会承認 ) 
企業環境の激変・ 就中技術革新・ 高度情報化・ 国際化等 
々の急進展に 伴って，経営学教育は・ 大きく見直され・ か 
つ 新たな体系化と 一層の内容の 充実の必要性に 迫られて ぃ 

る 。 すなわち，学術的分野の 広がり・国際化や 情報化の急   

進展は・経営学の 外延的拡大を 要請しまた経営管理の 高 

度化 ，複雑化および 戦略的視点の 重要性増加は・ 斯学の多 
面的な内容の 充実強化を要求している。 本報告は，かかる 
状況下において 経営学教育の 現状分析を行 い ，かつ (1) 教育 
体系 ( とくにカリキュラム ) の再編成 と (2@ 青方式の新た 
な 在り方を探り ，もって経営学に 対する社会的ニーズ へ の 
即応と経営学教育の 総合的な体系化への 試みを展開したも 

のであ る。 とくに教育する 側 ．される 側 両面での人材育成 
を強く念頭に 置いて経営学教育改善の 方途を示すとともに・ 
大学院教育へのつながりを 意識しながら 将来への展望を 示 

唆しょうとしたものであ る。 

  
( 平成 2 年 12 月 21 日 第 764 回運営審議会承認 ) 

現今・高度情報化の 進展による情報資源の 多 激 な蓄積に 
ともない，統計的情報処理を 適切に行える 人材に付する 杜 
全的需要が苦しく 高まっている。 現在米国では 60 を超える 
大学に統計学科が 存在するのに 付し我が国では 統計学関 

連の大学院専攻はただ 一つあ るのみであ る。 最近の学術研 

先 における・調査・ 実験，観測等の 活動の急速な 増大を考 

庵 するとき・デ ーク 有効利用の学としての 統計学の研究 教 

百体制の不備は ， 我か国の学術研究の 将来に対し国際的 

に 見て著しく不利な 状況を生み出しつつあ る。 

本報告ては・ 統計学を一つの 専門分野として 狭く 把 える 
従来の考え方を 避け，本末学際的な 性格を持っ統計学研究 

の 実態に即して ，諸科学との 関連をより重視する 統計科学 
の 概念を確立し・ 広範な関連分野の 研究者の協力により 統 
計科学研究所あ るいは専攻等を 設立することの 推進を提案 

する。 この提案を具体化することにより ，国際的に見ても 
先進的な統計学研究教育体制を 実現することが 可能になる 

ものと期待される。 

実験動物研究連絡委員会報告 一 動物 
実験を支援する 人材育成について 一 
( 要旨 ) 
( 平成 2 年 12 月 21 日 第 764 回運営審議会承認 ) 

医学・生物学領域において ，動物を用いた 実験研究が先 
導 的な形で寄与し 社会に貢献してきたことの 意義は大き 

い 。 遺伝子・分子・ 細胞の各レベルにおける 研究成果を総 

合して個体の 生物機能・生理現像を 理解し・病的現象に 適 
確 な対応を計るために・ 個体レベルの 研究・すわわち ， 動 

物実験による 研究の必要性はますます 増加し多極 類 かつ 
高品質の動物が 精細な計画・ 技術のもとで 実験に供される 

23 になった。 以上の観点から 動物実験を取り 囲む現状を 
詳しく検討した 結果・動物実験の 高度化・多様化に 対応で 

きる・専門的知識と 技術を習得した 技術者の数が 者しく 不 
足していることを 強く認識するに 至った。 

本報告は・このような 現状に対する 改善の方向を 明らか 
にするとともに ，バイオサイエンス 研究支援体制を 一層 整 

偏 するための方策として ，特に動物実験技術者の 教育機関 
の 設立を中心に ，技術の審査・ 認定制度の確立・ 技術者の 

採用制度の検討，身分・ 処遇保障等についての 将来展望を 
示唆するものであ る。 

耳学双書の刊行案内 
日本学術会議主催公開講演会の 記録をもとに 編集された 
次の日 半 双書が刊行されました。 

・日常双書 Nol0 「くらしと学問の 近未来」 

( 定価 J l,000 円 ( 消費税込み・ 送料 210 円 ) 

米聞 ( い合わせ先 財 ) 日本学術協力財団 : ( 〒 106 東京都港区西麻布年 24 
-2, 交通安全教育センクービル 内 ， TEL0 ㌻ 3403-9788) 

御意見・お問い 合わせ等があ りましたら、 下記 ま 
でお寄せください。 

〒 106 束京都港区六本木 7-22-34 

日本学術会議広報委員会 電話 03(3403)6291 
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会 員 異 動 

く新入会員 ノ 

( 氏 名 ) ( 所 属 ) ( 住 所 ) 

和田 真一 三菱化成㈱，総合研・ 〒 15t 渋谷区上原 3-39-1 

エソ ジニアリソバ 開発 上原グリーソハイム 

( ①テーマ，②材料 ) 

①人工血管，光合成反応中 

l 白 @ 

室 2 一 工工 5 ②ヒト内皮細胞，高等植物 

学 加藤 容子 近畿大・ 農 ・畜産 〒 631 奈良市中町 3327-204  ①始原生殖細胞の 多能性 

②マウス 

正木 茂夫愛知県 心障者 コロニー 〒 487 春日井市藤山台 8-15-2 ①細胞分化と 機能発現をつ 

・発達障害 研       かさどる分子機構 

②マウス 

葛原 博幸 国立精神神経 セ ソタ 一 〒 187 小平市小川東町 4-1-1  ① T 細胞の発生，細胞死の 

・神経研・免疫 プ p グラム 

② ネズ ; 

錦江俊彦東京医科歯科大， 医 ・ 〒 113 文京区湯島 ト 5 Ⅱ 5 ①発生神経生物学， 

第一生理 ②ラット， マウス 

中西 義信 金沢 大 ・ 薬 ，微生物 薬 〒 920 金沢市宝町 13-1 ①哺乳動物の 精子形成 

品 化学 ②マウス， ラッ l   

㈱ 鬼原 かおる 金沢 大 ・ 薬 ・薬学研究 〒 920 金沢市宝町 13d ①精巣での ホスホ グリセ レ 

科 一 トキナーゼ遺伝子の 発 

現調節 

②マウス 

学 水野 本 件 金沢 大 ・ 薬 ・微生物 薬 〒 920 金沢市宝町 13d ①精子形成過程での 遺伝子 

品イヒ学 発現 

②マウス， ラット 

玉 仲 達也 協和発酵㈱・ 東京 研 〒 194 町田市旭町㌻ 6 づ ① TGF 月の胚発生における 

機能 

②肝細胞 

大沢 浩一 大正製薬㈱・ 総合研・ 〒 330 大宮市吉野町 1-403  ①遺伝子突然変異，染色体 

安全 研 異常 

②培養細胞 

㈲山本 卓 広島大， 埋 ・動物 〒 730 広島市中区東千田町 ①初期発生における 遺伝子 

工一 1 一 89 の 転写調節機構 

② " フソ ウニ 

ー 1 ご一 



会 員 異 動 

く住所変更 ノ 

( 氏 名 ) ( 所 属 ) ( 住 所 ) 

渡部 美穂 農水省・畜産試験場・ 育種資源。 〒 305 茨城県稲敷郡茎崎町 池 の白 2 

高木 新 名古屋大・ 理 ・分子生物・ 第 7  〒 464 名古屋市千種区不老町 

島田 和典 大阪大・ 微研 ，難治疾患・』 イ オ分析 

〒 565 吹田市山田 丘 3 Ⅱ 

C@R#@ ?S ・ c/o@ Dr ． Paul@ M ， Wassarman@ 340@ Kingsland@ Street ， Nutley ， New 

Roche@ Institute@ of@ Molecular@ Jersey@ 07110-1199 ， U ， S ， A   

Biology,@Hoffmann-La@ Roche 

Inc. 

く 退 会 ノ 

佐藤 征 二 ，青戸 偕繭 ，伊東 鎮雄，藤原 正武，八巻 敏雄，山田 卓三，小川 敦也， 

岩田 光，神野耕太郎，深山 階Ⅰ押尾 茂 ，中沢 一 俊 ，西山 宣昭，田嶋 克史， 
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( 賛助会員 ) 

組織培養はパイレックス・ コ一 ニンバの岩城硝子㈱ 

生物学・生態学洋書のことならバリーン 洋書㈱ 

㈱武田薬品工業中央研究所 

〒 100  千代田 区 丸の内 3-2-3 

T  E  L  03-3214-6221 

〒 211  川崎市 幸 区塚越 2-260 

T  E  L  044-533-0470 

〒 532  大阪市 淀 別図十三本町 2-17-85 

TEL@ 06-300-6835 

試薬・機器の 御用命は名古屋片山化学㈱まで 〒 460  名古屋市中区丸の 内 3-11-14 

T  E  L  052-971-6531 

  
日製産業株式会社 〒 453  名古屋市中村区 名 賦を 6H8 

( 名古屋ビル 内 ) 

T  E  L  052-583-5846 

"  イオ テクノ p  ジ 一で末末をひらく㈱バイオ 科学研究所 

〒 990  山形市城西町 5-34-5 

T  E  L  0236-44-5030 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 風蝕 〒 102  千代田区九段南 4-3-12 

T  E  L  03-3262-5256 

藤本理化 〒 113 文京区内 ケ丘た 3 仁 12 

TEL@ 03-3827-8151 

最良の選択ファルコン 組織培養器具ベクトン・ティッキンソン・オ ー パーシーズ Inc   

〒 107  港区赤坂 8-5-34  島藤 ビル 

T  E  L  03-3403-9991 

三菱化成生命科学研史 所 〒 194  町田市南大谷 11 

TEL@ 0427-24-6226 

マウス・モノクローナル 抗体 ( ア戸 抗体 ) は明治乳業㈱ 

〒 104  中央区京橋 2-3-6 

TEL  03-3271-4333 

試薬及び理化学機器販売の 理科研㈱ 干 463  名古屋市守山 区元郷針 107 

T  E  L  052-798-6151 

科学の技術に 奉仕する理工学社 〒 113  文京区 本 駒込 5 づ 40 

T  E  L  03-3928-5211 

次代を担うバイオテクノロジ 一和 研薬 ㈱ 〒 606  京都市左京区北白川西伊織 町 25 

TEL  075-721-0491 

(50 音順 ) 
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広告掲載のお 願い 

日本 発牛 生物学会は理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ， 

さまざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されてい 

る学会であ り，国内外に 約 900 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 Development, GrowthandDifferentlation は，日本発生生物学会の 機関誌 

で 年 6 回発行し，国内に 約 1,000 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員にほ イ ソフォ 
メーシ， イ ，サーキ " ラ ー を年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等， 是 

非ご 協力頂きます よう お願い致します。 
  

広 告 料 

DGD 本誌 1 頁 年 6 回 150,000 円 

半 頁   78,000 円 

イソフォメーシ。 ソ ， 1 頁 年 3 回 20,000 円   

サーキュラー 半 頁   12,000 円 

申し込み 先 : 日本発生生物学会 

  干 113  東京都文京区本郷 7 一 3 一 1 

東京大学理学部動物学教室内 

i. …… 切 @ 取 @ 線 

        
                    広告申し込み 書     年 月 日 

日本発生生物学会御中                       
広告の，掲載をお 願いしたく下記の 通り申し込みます。 

  

口 D.GD. 本誌 : . 1 頁 口   半頁 
  口 サ 「 キ，ラー 1. 頁       
口   半頁     

    住 所 

          会社名   ⑳ 
  担当著名     電話番号 

一 .14  一 



賛助会員へのご 入会のお願い 

日本発生生物学会 

会 長 江 口 吾 朗 

近年， ライフサイェンス ，バイオテクノロジ 一等の言葉が 広く語られ，生物学 仁 大きな関心と 

注目が払われるようになってまいりました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会で ， 日本を主に， 

外国の発生学者を 混じえて約 900 名を結集しております。 発生学は，高 5 までもなく医学・ 農学 

等の諸分野とも 深い関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめぐる 諸問題， 

癌細胞の基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学者の 大きな関心の 的になっております。 日本発 

生生物学会は ， これらの分野での 活発な研究者を 会員としております。 又 ，本学会の刊行致して 

おります欧文 誌 "Development, Growth  and  Differentiation"  (DGD)  もこの方面の 国際的学 

術 雑誌として高く 評価されております。 

貴社におかれましては ，このような 学問の重要性をすでに 後承知のことと 存じます。 何卒， 本 。 

学会趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 木会を 御 支援賜ります よう 御願 い 申し上げます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行される「イソフォメーシ。 ソ ・サーキュラー」誌上に 特記され， 

木 会の刊行する 欧 ，和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口二万円を 申し 

受けております。 御入会の際は ，入会申込書を 事務局までお 送り下さい。 

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 
  

〒 113 東京都文京区本郷 7 一 3 一ェ 
  

東京大学理学部動物学教室内   切                                                 g 取 @ 線       
日本発生生物学会賛助会員入会申込書     

年 月 日 

  賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 

    円フ 

住 所 

会社名 ⑳ 

担当者名 
電話番号 

一 '15  一 

  



生物研究関連機器 AOU 八 
用 加熱冷却ユニット Ⅰ恒温コンテナー 
ク - ラ - ・ ヒ - タ一は チタン製。 淡水はもちろん 海水や薬品 液 蕾冷 体の融解速度を 微妙にコントロールして 恒温を保つ小型の 
にも使用できる 高位能の循環式小型加熱冷却装置てす。 桓温輸送用コンテナ - です。 凍結したら困るあ らゆる物体の 低 
形式 クづ " トト 概略水量 価格 温 での恒温輸送に 威力を発揮します。 商用電源、 大型バッテリ 
HC061A-3 65 Ⅱ 300% 120 1 %96,000 一 を使用しないので 可動性に富みどこ 

HC10IA-3@ 100H@ 300H@ 160@ 1@ @207,000 形式 : CTC 421 
HC131A-5@ 130H@ 500@@ 260@ 1@ @220,000 外形寸法 : 407X193 Ⅹ H298 
HC201A-5@ 200@@SOOH@ 360@ 1@ @237,000 庫内寸法 : 246X122XH200 
HC301A-5@ 300H@ 500H@ 670@ 1@ @296,000 コントロ ラー : ア 。 ヅ タル設定、 ヂゾ タル表示 
HC401A-5@ 400H@ 500H@ 1000@ 1@ @335,000 価格 : ￥ 78.900 ( 蓄冷体 -15 。 C 付 ) 

Ⅰ温度コントローラー Ⅰ恒温ボックス 
温度を精度良く - 定に保っことができます。 循環ポンプなどの 四面全面加熱冷却の 新方式による 高性能の恒温ポックス。 庫内 
使用に便利な 予備コンセント 付き。 酋 親付きなど各種あ ります。 は精度よく一定温度に 保たれ霜が付かず 乾燥しません。 

形式 :CTA 452-1 

外形寸法 :W7O0XD460xH440 
槽内寸法     め 980XH850 
温度範囲 :10 ～ 40 。 C 

形式 設定方式温度指示温度目盛制御方式 価格 冷凍機 :65w ヒ - タ -:100w 
TA200% アナロバなし Ⅱ 0 ～ 50 。 C 比例式 ￥ 26,000 蛍光灯 :32W タイマ -:24h 

TA201 おアナロバ全指示 0 ～ 5O 。 C 比例式 ￥ 88,000 価格 : 輯 50,000 
TD202 米 デジタル 偏差指示 0 ～ 99,9 。 C 比例式 ￥ 29,000 

TfA300-S  アナロバなし 0 ～ 50 。 C  三位置 ￥ 37.000  Ⅰ ポ （タブルインキュベータ - 

TA301-S  アナロバ全指示 0 ～ 50 。 C  三位置 ￥ 44,000  小型軽量、 持ち運びが容易てす。 庫内は精度よく 一定温度に保 

TD302-S  デジタル偏差指示 0 ～ 99.9 。 C  三位置 鞄 8,000  たれます。 冷凍機とヒ - タ - を備えていますので 庫内を低温 
TD303-S  デシタル全指示 0 ～ 99,9 。 C  三位置 ￥ 58.000  (0 。 C) から高温 (40 。 C@) まで任意の温度に 設定することが 

壮 ) 測温 抵抗体と併せてご 使用下さい。 できます。 電源は交流，直流両用てす。 車載用として 搬送、 野 
釆印はサ - ミスタ - 測温体 ￥ 1,800( 空気用 ) ￥ 3.000( 水月 )  外での使用の 他研究室内で 利用する 
無印は白金側 温体 シ - ス材質 SDS304  ￥ 7,900  T エ ￥ 12,000  透明蓋付もあ ります。 

形式 :GTH 305 

] 低温恒温循環水槽 外形寸法 :631X960XH373 

実験台上でも 使用できるように 極めてコンパクトにまとめた 低 槽内寸法ぬ 50 Ⅹ 280 Ⅹ H260 

温 恒温循環水槽です。 水温は低温から 高温までを任意に 設定す 価格 卍 187.000(12V 用 ) 
ることができます。 外部循環機能をそなえておりますので 桓温 

水槽のほか、 カラ ムの冷却、 保温など幅広い 用途があ ります。 ■水生生物環境調節装置 
形式 :CT  65-30       

使用温度範囲 :0 ～ 50 。 C 

湿度調節精度 : 士 0 ． l 。 C 
外形寸法Ⅳ 42OXD330x Ⅱ 340 

槽内寸法 : め 153xH187 
冷凍機 :65H 
ヒーター :300H 

価格 卍 250.000 

■温度勾配装置 ( ウオーターバス ) 
温度調節水 棺は それぞれ独自の 温度に設定できます。 

各種の魚介類が 飼育できます。 各機器 はユヱヴト 形式を採用。 

点検管理が容易です。 水槽、 加熱冷却ユニット、 温度コントロ 

一ラⅠフィルタ - 、 循環ポンプなどは 全て海水仕様です 俺 
          1 ガラス木材 

2 打鉄製架台 
3 オ - パ - フロー 報 Ⅰ 
  フイル タ - 
S 何 % ポンプ 
6 加熱冷却ユニ ソト 
7 淳史コント 臣 - ラ - 

  8 韓本吉 9 本柏排水 l0 フィルタ - 井水 

式
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アクア株式会社〒 14 丁東京都品川 E 西五反田二丁目 10-8 TEL03-495-5668 FAX03-495-5688 
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NK 武生物研究 
  

NK 式 電気低温恒温 器 0 送風循環型 ) 
高精度普及型 
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NK 式 プロバラム電気低温恒温 器 0 送風循環型 ) 
四季の温度がプロヴラムで 自在に再現できます ソ 

  

型式 LP-l ㏄ LP-ZOOLP-3 ㏄ 

仕様 一 3P 一 3P 一 3 P 

窩買登 % 安 4 ㏄ 淡 ㍊ 5 ㏄ 炎苦 06 ㏄ 炎餓 
温 度 +5 ち +5 で +5 せ 
範 囲 -45 せ -45 色 - 碍 Ⅰ 

何 % 49.8 万円 53.5 万円 60 万円 

  

N K 武 人工気象 器 
植物の育成、 小動物 ( 昆東 ) 飼育の本格派 ソ 
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米 その他いろいろな ク イ ブ があ ります。 
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● LH 型 十 5 で -45 せ 
価格Ⅰ 坪 1,190.000 円 
より 各租 

● LP 型 +18 ち -45 ち 

価格 1 坤 1,290 ・ 0 ㏄ 円 
より 各租 

米詳 細 は プレハブ．シリー 

ズ カタログをご 訴求 下 
きい。 

  

N K 式 クリーン ベン チ ( 垂直属 

NKB 一 VS 一 850 

￥ 780 ， 000 

NKB 一 VS 一 1300 

￥ 880 ， 000 

 
 型
 

流
 

  

  

NK 式 クリーンベンチ ( 垂直層流両面型 
無菌 ィ ￥業の能率アップに ソ 

NKB 一 VW 一 850 

￥ 1,200,000 

NKB 一 VW 一 13 の 
Yl,500,000 

  

  
韓 """"""" 。 」 " 

    

本 社 〒 550 大阪市西区江戸 堀 l 丁目 ¥9 番 224 号 屯話 大阪 06(44%0712 ㈹ 
東京営業所 〒 183 束京都府牛市緑町 7 053 一 4 れ詩牌 申 0423(65)3245 ㈹ 
工 場 〒 583 羽曳野市 均ケ谷 5 番地 47 号 文話羽曳野 072 列 58)191 照せ 
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1957 年、 組織培養器具にプラスチックの 時代が始まった。 

養 
1956 年竹用、 米国 Emertyville の海軍微生物研究所 なうさまざまな 問題点を一挙に 解決し、 組織培養 
では、 人や動物の細胞をポリスチレン 製ディッ シ 0 分野に大きな 前進をもた 5 しました。 

ュで 培養することに 興味を示しました。 そして今日まで、 ファルコンの 活動 は、 よ 

このことにい $ 早く着目した フ アルコンで りすぐれた組織培養器具を 開発すること   
は 、 フラスチック 表面における 細胞の 

や 増殖について 研究を進め、 1957 年ついに の 成果として、 最近でぼより 高度な表面 

組織培養処理を 施した高品質の ブ ラ イマリア組織培養器具を 

スチック製ティツシュの 開発に成功 あ 届けずることもできました。 

致しました。 組織培養の進歩とと 何に、 ファルコン 

それほ、 ガラス製器具の 使用にとも ) 可能性をもとめ 続けます。 

胎 大飯 元 元   
甘木ベクトン・ディッ キン ゾン株式会社 Bec セ o れ D:ckinso Ⅰ Labwa ァ e 
Nippon@Becton@Dickinson@Co 。 ,@Ltd ・ ベクトン、 デイッキンソンラブウェア 一事業部 
〒 l07 東京都港区赤坂 8 一 5 一 34 具 藤 ビル 了三し 0 パ 1403)999l 冊 Dl   i$on@ of@ Becton@ Dl   kinson@ and@ Company 
Ⅰ口口、 フ刀 レコン．Ⅰ ぉ ㏄ n. フライマリアは べ クトン、 ティノ キ ・ ノ 、 ノン ア ン ドヵシ ¥_ 一の商標ですⅠ 日 eclon Dloklns0n Ⅰ． ahwa 博はべ ク @ ン 、 ディ ノ キノン ア ン ドヵシ @,- 一の事業部 て市 
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低温水棲生物生理実験装置 
低温水棲生物の 生理実験用装置。 極寒冷地の植物性・ 動物性プランクト 

ン， ウニ， ヒトデ，ベントス 等に最適。 水槽・温度調節装置・ 照明装置 

を 装備。 6 槽 分離独立。 温度制御範囲は 一 5 で一 +30 で。 照明装置 ( ク 

一ルレイランプ ，熱線吸収ガラス 照度 30,000Lux 。 照度・照明 

時間の自由設定可能。 

卵稚仔 温度反応試験装置 
水生生物の卵・ 稚 仔の環境温度に 対する反応研究用に 最適の装置。 

試験管 88 本により環境温度勾配を 広範囲に一定保持。 実験対象の各 

部位置温度を 時間経過に従がって 記録。 照度も自由に 選べる照明 装 

置 。 小型多点温度記録装置が 特長です。 

卵稚仔 温度反応試験装置用馴致装置 
卵稚仔 温度反応試験装置 (TG ll 一 8) の馴致用装置。 本 装置は 6 樽 

に 分離独立。 水槽ごとに温度設定が 可能。 各槽 ごとの試験管挿入 可 

能 。 卵稚 仔を反応装置 (TGll-8) に入れる 前 準備に、 また分類作業 

に 最適。 温度制御は正確・ 広範囲に温度設定が 可能。 

フランクトン 培養装置 
動植物性プランクトンの 海水培養用装置。 幼魚・稚魚等の 飼育も可 

能 。 2 ポリエチレン 円形 2 重水槽。 外側 槽によ る温度制御。 制御節 

団 5 一 35 。 C 。 ヒーター・クーラー 自動切換 式 。 照明装置は高出力業 

元町。 先買調節・照明時間の 自由変更可能。 海水循環 

酸素補給・水質維持装置付。 

--- Ⅰ 9  - 一 



酸素電極による 吸 測定装 
( 溶存酸素による 呼吸測定装置 )   
S 一 1  溶存酸素測定装置 

記録計 
ェ mV ～ 工 OV 
フルスケール 全幅移動可能 
400K ぬ ～無限大 ( レンジによる ) 
25Omm 幅 
6 段変速 ( 標準最少 2. 5mm/m ュ n) 
AC 工 0 0V  5 0 ～ 6 0 Ⅱ 丘 

） 
ム ぬ据調 理化学器械株式 友 社 

〒 1 1 2 東京都文京区後楽 2 - 21 - %4 
TEL (03) 81 5 - 3066 ㈹ 
FAX@ (03)@ 81 5 - 3231 
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あ 察から 撮撮 ぎまで可能 

全自動写真撮影装置を 内蔵 。 今ま 

でにな @ 多様なシステム 性と操作 @ で 

画像ぬ村 爪 分光測光なぼの 将来的研 

究ニーズにも 充分対応。 電動 6 ケ穴レ 

ボツ ル。 ニ lX 一 l00X まで完全ケー 

ラー照明、 写真撮影レンズ 4 種類内 

蔵 、 老 ノ 本画と同じ像が 観察できる一 

眼レフ式フアインダ 二 視野 数 26.5 め 

の超広視野など 随所に最先端の メ ； 

昌ズ ム が生き刊せす。 しかも、 35mm2 

台十人 版 1 台十 TV カメラ 1 台計 4 台 

を同時装着できる 3-WxY カメラ。 鮮 

明な像を観察、 確実に記録できます。 

Ⅰ電動 6 ケ穴レボ ルバーⅠ対物レンズに 連動 
した照明系の 切換えは詞兄・ 開口 紋小 視野 

絞りを自動完了● 低 倍率のピント 合わせ●カ 

メラ選択● 荻影 レンズの切換えなどを 自前代 

( マニュアル操作も 可 ) 

●電動 6 ケ穴 レポルバー● ND フィルター ll 段 
階切換えによる 自白田光◆ボタンによるカメラ 

選択Ⅰ撮影レンズ 4 種内蔵 ( ターレット切換刃   

未知をひ パ 光学技術 

 
 

    
カタログ・パンフレソト 等のご請求 は 〒 l01 束六 % 千代 Ul 区沖 m 小川町 2-1-7  位階 03 一 292 一 3l4m(@) 
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世界のプランドを 拮 届けします 

TOMY   
イメージアナリシスの 世界が拡がりました。 

MOLECULAR@DYNAMICS   
300ASCANNINGIMAGER は、 集光シリンダ 一による革新的な 高速スキヤニンバと 卓越した解析ソフトに 

より、 既存の デ   ンシトメーターて     解析していた 電気泳動 ノゃ ターンはもちろん、 従来では困難ずあ ったり、 

長時間必要であ った電気泳動ゲル・メンブレンフィルター ( 心ソ トブロット、 ウェスタンフロット ). オートラ 

ジオクラム等の 解析を正確に 素早く行います。 たとえ ぼ 、 ドットブロットメンブレン 及び 2-D パターンの 解 

析 ( スポット 10 個の定量 ) は 5 一 7 分て終了します。 

モレ キュラーダイナミックス 社 300A 

り接 ● 吟 ◆ や帝 ● 4 ゆ◆ 帝 
ⅠもⅠ● せ ● 儂 ◆Ⅰ 寺寺 Ⅰ 

●Ⅰ 良 ◆Ⅰ 億 ◆ 6 % ●Ⅰ● 

ドットプロットの 解析 

    
" Ⅰ・ !, ロ . ・ チ Ⅰ ・Ⅰ・ " Ⅰ " 

データ解析                 

(3 ～ 6 分 )           
  

ドット (96 検体 ) の 定皿 

 
 

出 Mo 旺 cuI 甘斤 ユ ⅡⅠ am ぬ 

， 本儂 完売元 

丼甘抗式 会社・トヨ - 商事 
〒 l75 東京都板 机区成甘 l.3l Ⅰソレイユ 成 Ⅰ Z0l 

TEL@03(976)8421 FAX ． 03(976)8502 
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MM4UPid-2 。 
ミニゲル電気泳動システム く ミューピッド -2 》 

ミューピッド -2 は、 泳動槽・パワーサプライ・ゲルメーカー 

セットを組み 合わせたコンパクトな 電気泳動システムです。 

核酸・タンパク 質など様々な 泳動が可能です。 

Ⅰ お 一人に一台以上。 

Ⅰ安全、 軽重、 簡単な操作。 

Ⅰ学生の実習用など 教材としても 最適。 
米 部品の 3U 売もして お ります。 

超安価￥日日， 800 
( 抽 QE 調製用かく一、 電源及 び ゲルメーカーセットを 含む ) 

  

國 detts" 伽 "",,, 
Ⅰ全血清 ( 留分 ) の凍結晶、 富力 価 。 

Ⅰ細胞骨格タンパク 質 、 ホ ) レモン、 酵素等に豊富 

な 商品群。 

  

染色例 :Type Iv Collagen (BovineSh@n) 

Ⅹ⑫ @ettS は 、 ㈱アドバンスが 製造した免疫研究用試薬に 対する登録商標です。 

( シリーズ 品 ) ( お ヒ ト 衰コ 翻は新製品 

布田 胞 骨格タンバク 質 ( ウシ ) タイプ 1 一 Ⅳコラーゲン、 ( ヒト ) タイプⅣ 一 V コ 

"" 。 "" 灘 """ 総総 
アクチン、 ミオシン、 チュープリ   

ホルモン   
酵素 

アルカリ・ フ オスファターゼ 、 

( 免疫動物はすべてウサギです。 ) 

Ⅹ製品についての 詳細は下記までお 問い合わせ下さい。 

製造元 ぬ 株式台方土アド / Ⅰ コユ 〒 @03 東京都中央区日本橋小舟町 5-7                           

趙 販売元日コスモ りル イオ株式会社〒 l03 東京都中央区本町 4-l3-5 第 20 中央ビル む 03(663)0723 
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マ ! フスの -" アフシ トマ 森脇和郎Ⅰ 序 野口武彦村松 喬 / 編集 
一 EG 細胞による哺乳動物の 実験発生学一 

テラト一％ の 生物学的な知識， EC 細胞の種類と 成立， EC 細胞を用いた 初期胚の 
A5 判・ 296 頁 

定価 3914 円 細胞生物学・ 究の進展を紹介し 分子生物学的研究， ，その理論と 実験技術を解説，医学・ KC% 「胞のキメラ 動物への応用などについて 生物学・薬学など 発生学， ，研 
休体 3800R@  遺伝学に関心を 持っ方がたの 絶好の参考書です・ 

妹尾方 知丸 加藤淑 裕 入谷 明 
鈴木枕 悦 舘 離 / 編集 

一基礎理論と 実験 ヌ去 - 
B5 判・ 480 頁 初期発生の基礎理論をはじめに 説明し，ついで 初期胚を研究対象とする 主要な実験 
定価 15450 円 研究法を解説してあ ります．生命現象研究へ 大きな手かかりとなる 本書は，医学・ 
体体 15000 冊 生物学・農学・ 薬学を専攻する 研究者の必携の 書です． 

体 山根 結 岡田善雄 堀川正克 黒木登志夫 / 編集 

A5 判・ 720 頁 HVJ に 26 細胞融合法，薬物や 放射線，化学物質を 用いた細胞の 突然変異に 28 
定価 10094 円 研究，あ るいは遺伝子組 操 法を使った研究等体細胞遺伝学研究の 最前線をまとめた 
( 本体 9800 円 @  モノバラフィ 二 医学・生物学・ 農学・薬学研究に 絶好の参考書です・ 

ま里 エ学 社 〒 ll3 東京都文京区 本 駒込 5-9-l0 振替東京 l-34676 電話 03(828)52llM 代 ) く 図書目録進呈 ) 

メルクでは サ サン、 ノーザントランスファーとハイフリダイゼーションに 

用いる試薬を 調製し、 濃縮タイプまたは Ready-to-use タイプとして 取り揃 

SSC 溶液 pH7.0 デ ンハー J レト 溶液 

20x 濃縮 液 900m Ⅱ h0X 濃縮 液 lomI 調製用 

オートタレーブ 済 凍結乾燥用 口 

DNase 、 RNase 及び 
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